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は、BOAI直後に有意なbax蛋白発現の亢進とbax mRNA発現の亢進が観察された。奏効の認められなかった7例で
は、アポトーシス発現が有意に低く、BOAI直後にbcl-2,bcl-xLの発現が亢進していた。以上の結果より、治療
後のbax, bcl-2, bcl-xLの発現は、BOAI療法の治療奏効度を早期に予測するマーカーとなりうる可能性が示唆
された。 
本研究は、進行子宮頸癌に対する治療効果の予測に、アポトーシス関連蛋白の発現が指標となることを示唆
した先駆的研究であり、進行子宮頸癌の予後改善や治療法の発展に寄与すると考えられる。従って、著者は博
士（医学）の称号を授与されるに値するものと判断した。 
